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巻頭言 

地球宇宙平和研究所の本格的な発展を！ 
―設立 10周年にむけて― 

特定非営利活動法人 地球宇宙平和研究所理事長 
中西 治（なかにし おさむ） 

 
 2001年12月15日に45人で設立された私たちの研究所は設立5周年を経て正会員70人、
賛助会員 29人、計 99人の大きな研究所となりました。 
 この間に私たちの研究所は研究部会、研究会、シンポジウム、研究合宿、講演会、講義・

演習などの研究・教育活動を実施し、ニューズレター、ブックレット、所報を発刊し、中国、

朝鮮、キューバに代表団を派遣しました。  
 ウェブサイトには設立以来の活動記録が大量に蓄積されており、日ごとに豊かになってい

ます。  
 私たちの研究所は基礎を固め、設立 10周年にむけて本格的な発展の段階に入りました。  
 2007年 5月 6日に開かれる第 6回総会はその出発点です。 
 この総会で第 4期役員（理事と監事）が任期２年で選任されます。 
 新しい理事会は 2 か月に１回定期的に会議を開き、研究所のすべての重要問題を審議し、
決定し、実行します。 
 研究所の発展のために積極的に活動する会員が役員の重職を担われることを願っています。 
 研究所が当面している第一の問題は研究所の今後のあり方を決めることです。 
 有給の専任所員を擁する研究所にするのか、全員が無給で活動する研究所にするのかです。 
 前者の場合は財政的基盤の確立が必要です。後者の場合でも一定の仕事に対する謝礼は当

然支払われます。 
 第二の問題は 21 世紀以降にふさわしい新しい理念と組織を有する大学院を設立すること
です。場所は地球上のどこでも良いと考えています。 
 私はこの構想を随分前からもっていましたが、それを研究所の枠内でつくるのか、枠外で

つくるのかについてはまだ決めていません。 
 このことについても論議し、素晴らしいアイデアを出して下さい。 
 地球と宇宙の平和のため、すべての人間の幸せのために歴史的に評価される研究所をつく

りましょう。 
 

2007年 4月 20日  
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特集 キューバ訪問 
 

特集 キューバ訪問 

キューバ視察旅行報告 

木村 英亮（きむら ひですけ） 
 
2月 26日（月）木村、浪木、浪木（香織）、
片山、石橋、芝宮の 6名、17時エアカナダ
機で成田出発、現地時間 15時 10分トロン
ト着、ホリデイ・イン泊、雪、気温 0度。 
 
2月 27日（火）10時 05分エアカナダ機で
トロント発、13時 45分ハバナ着、気温 25
度。空港からガイド・ホセの添乗で革命広

場など見てホテル・ハバナ・リブレ着、夕

刻アメリカから鈴木合流、7名となる。 
革命広場はカストロの肖像画や赤旗などなくあっさりした印象。 
ホテルは 1958年ヒルトン・ホテルとして建築、25階建て、翌年カストロらが革命本部と

した。1998年改修。 
野外劇場キャバレー・トロピカーナで 20時－22時 30分夕食とショー鑑賞。 

 
2月 28日（水）10時 20分ホテルを出て徒歩でハバナ大学訪問、午前中リク教授より大学に
ついて説明を受け、キャンパス見学。昼食後 14時から 16時 30分ハバナ大学経済研究所で
アミシア・ガルシア所長ふくめ 3人の教授とトラベルボデギータ清野の通訳で懇談、富山大
学の佐藤幸雄参加。旧市街見学。 
大学の建物は改修期にきている。 

 
3月 1日（木）8時 30分ホテル出発、郊外アラマルの有機栽培協同組合農場訪問、農場長の
説明の後見学、農場手作りの昼食を御馳走になり、午後は個人農場ラス・アメリカス農場見

学、通訳はトラベルボデギータの佐々木。 
個人農場は 0.5ヘクタール、夫婦で経営。 
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3 月 2 日（金）8 時ホテルをチェック・アウト、ヘミングウェイ博物館見学、高速道路でシ
エンフエゴスに向かい市内観光後昼食、世界遺産の古都トリニダのホテル・トリニダ・デル・

マル泊。 
高速道路は整備されている。軍事、観光のため。 

 
3月 3日（土）8時 30分チェック・アウト、トリニダの博物館、配給所を見た後市場で買い
物、サンタクララでゲバラ記念碑・廟・博物館など見学後、ビーチリゾート・バラデロに向

かい、ホテル・メリア泊。 
 
3月 4日（日）11時チェックアウト、ハバナへ向かう。途中「老人と海」ゆかりの港町コヒ
ーマルで昼食、ハバナ・リブレにチェックイン、旧市街のレストラン・エル・アルヒーべで

最後の夕食。 
 
3月 5日（月）木村、浪木、鈴木、片山の 4名、9時から 9時 40分まで日本大使館訪問、大
野正義一等書記官と会う。 
鈴木はそのままアメリカ合衆国へ。他 6名は 11時チェックアウト、14時 45分ハバナ発、

18時 20分トロント着、ホリデイ・イン泊、マイナス 19度。 
 
3月 6日（火）13時 25分トロント発、日本時間 7日 16時 55分成田着、離陸が遅れ実際に
は 18時ごろ到着。 
 
 
日本から遠いため往復に時間をとられ、実質 5日のキューバ滞在であったが、企画と通訳

の面でのトラベルボデギータの尽力、見事な日本語を話す魅力的なガイド・ホセのサービス

に恵まれたことによって、全員元気に期待通りの成果をあげることができた。 
経済的には楽ではないであろうが、裸の子どもたちをみると栄養不足にはみえず、旅行中

不安を感じたことはなかった。空と海は美しく合弁のホテルも整備されていて、観光立国の

政策は成功のように思われた。ただし、高級ホテルばかりに滞在していたので、前半のハバ

ナ大学、農場訪問以外キューバ人との接触は少なく、実態を十分知りえたとは言えない。シ

ョーにサーカス的なものがあったこと、ゲバラ廟の永遠の火、タクシー運転手がウラジーミ

ルであったことなどにソ連の影響を感じた。 
参加者 7名と少数であったのでまとまりもよく、スペイン語に堪能な実務担当者浪木の貢

献も大きかった。研究所メンバーは木村、浪木の 2名のみであったが、旅行中に 1名増やす
ことができた。 

                            2007年 3月 8日                  
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ハバナ大学、経済研究センターでの質疑要約 
（2月 28日 14時～16時 40分） 

 
 キューバ側の出席者キューバ経済研究セン

ター長アミシア・ガルシア、教授オマル・エ

ヴェレヌ・ペレス、国際経済研究センター長

ラサロ・ペニャ。われわれの自己紹介・質問、

先方の自己紹介・回答およびわれわれへの質

問の順でおこなった。 
 回答を要約すれば、次の通り。 
 
1. 有機栽培の見通しについて－ソ連・東欧
解体後、石油・農業機械などの輸入・ビートの輸出中断のなかで、大農場の解体、都市

の食糧不足に対処するために生まれた。都市の食糧供給には成果を挙げたが、ビートは

これでは生産できない。 
2. 医者、教師らは、海外での活動によってキューバ経済に貢献している。 
3. 住民の間の格差の発生と対策－1989年以後外貨を得られる者は豊かになった。また賃金
の上でも格差が生まれた。洗濯機・電子レンジなど電化製品のクレジットによる配給な

どによって平等をはかるとともにエネルギーを節約する政策をとっている。 
4. 環境問題－経済活動が小さいので結果的に公害は少ない。外資によるホテル建設にあた
っては、下水処理などに厳しい条件をつけている。森林の伐採は制限している。 

5. 外資導入などに伴って腐敗は必然的なところがある。海外企業との決済は中央銀行を通
すようにしている。 

   キューバは、まだ世界経済に組み込まれていなかったために、ソ連・東欧のようにな

らなかった面もある。 
6. フィデル・カストロはすでに集団指導に移しつつあるが、将来の政治指導についてはま
だわからない。 

7. キューバは、単一の民族から構成されており、解体はありえない。革命前には黒人がつ
けない職業があった。 

8. グローバリゼーションのなかで世界経済はどのように変化していくべきなのか、ガット
のメンバーであるキューバは何を分担するかなど分析中。平和は経済発展を伴う。 

9. ヴェトナム、中国の経済発展には注目している。 
10. 日本は中国との将来の関係についてどのように考えているのか質問あり。 
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特集 キューバ訪問 

第 1回キューバ学術交流に参加して 

浪木 明（なみき あきら） 
 
私がキューバを最初に知ったのは、国際関

係論の授業に出てきたアリソンの「決定の本

質―キューバ・ミサイル危機の分析」を通し

てであった。それから 30年近い年月が流れ、
「カリブ海の真珠」キューバを訪れることに

なるとは夢にも思わなかった。 
 今回、木村団長と共に事務局長として実務

を担当し、総勢 7名無事故大成功の交流とな
り、中西理事長にも喜んでいただくことがで

きた。10日間に及ぶ長旅の中で参加者が機内、車内、ホテル、食事、ハバナ大学等で、互い
の交流を深め全員が満足したキューバ訪問であった。今後の文化学術交流、研究所の拡大・

発展を考える上でも示唆に富んでいた。 
キューバの公用語であるスペイン語は、世界の 23 に及ぶ国や地域で 3 億人を優に越える

人々に話されている国際語である。出発前にスペイン語入門講座を担当し、訪問団名簿、研

究所紹介のスペイン語訳に携わらせていただいた。キューバ滞在中に積極的にスペイン語を

使い、最終日にはタクシー運転手（数学の教員を兼業している）と会話を楽しむこともでき

た。 
個人的な印象を述べると、その発展途上にある街や人々の雰囲気は、過去に訪れた中国と

ケニアに部分的に似た感じがした。また、出発前に抱いていた明るく奔放な「ラテン的な」

イメージは、実際にはずっと落ち着いたものだった。治安もよく、観光・サービスによる外

貨獲得は成功しているようだが、そこから生じる国民経済格差の問題は深刻度を増している。 
帰国後、テレビでフィデル・カストロ国家評議会議長のインタビュー特集「革命と人生を

語る」を見たが、1959年のキューバ革命以降、私の人生と同じ 48年間、世界の激動にもか
かわらず、社会主義政権を維持できた理由が少し分かってきた。あらゆる政治体制で全国民

が満足するものを構築することは不可能だとは思うが、人間の善性を信じ、改革を続け、「生

きる」という強固な意志があれば、その完成度を高め維持・発展させることが可能であるこ

とを教えられた。特にキューバの医療・教育・農業近代化・海外援助活動はもっと事実を日

本に広く知ってもらう必要があると痛感した。 
 




